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概要

nきこえない社員が働く職場では、周囲のきこえる社員が
「きこえない」ことを理解し、コミュニケーションの⽅法
を⼯夫するなどバリアを低くする取組と併せて、きこえな
い社員も⾃⾝が働きやすい環境の提案をする取組が求めら
れる。
nきこえない社員が働きやすい環境の提案をするための知識
と技術を学ぶためのコンテンツ及び、研修実施マニュアル
を開発する。



1年⽬

n⽂献調査の実施
n聴覚障害のある社員⾃⾝による職場改善およびキャリア
アップ取組事例の収集

nワークショップの開催（東京都内）
n企業等に就職する本学卒業⽣17名参加

nワークショップ開催マニュアル案の作成
n聴覚障害社員⾃⾝が職場改善とキャリアアップに主体的
に取り組む⽅法を考えるワークショップ開催⼿法



2年⽬

ワークショップの構成 知識・技術のコンテンツ
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3年⽬

nウェブサイト構築、キャリア開発研修等への活⽤

n今後の展開及び展望
nウェブサイトの活⽤による企業サポート
nコンテンツを活⽤する⼤学授業科⽬の開発

• 企業内の研修・ワークショップ、企業を超えたワークショッ
プなど、そして対⾯⽅式、遠隔⽅式のどちらにも対応。

• 「新しい⽣活様式」を模索する社会のニーズにマッチ。


